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時 期 資料の名称 経過の説明

R5.11月 計画試案
の原案

資料1-2 試案の原案については、第２回千葉県地域リハ
ビリテーション協議会で了承された。

R5.12月
～R6.2月

計画案 資料1-3 第2回協議会終了後に寄せられた御意見の反映 
(1箇所）、千葉県保険者協議会からの御意見の   
反映 (2箇所）、公用文の作成の基準に即した文言
修正等を経て、医療審議会の事務局（健康福祉  
政策課）に提出した。

① 次期「千葉県保健医療計画」の検討経過等

リハビリテーション対策（地域リハビリテーション支援体制の整備）の部分

協議会員からの御意見     計画案の反映箇所    理 由

いわゆる血縁関係をもたない同居人
の存在など家族のあり方も多様化しつ
つあることも指摘されており、そうし
た背景から、さまざまな構成員を含め
た介護者支援、家族機能、家族支援を
考慮し、「・・家族等を・・」にして
はどうか。

 (ア）施策の現状・課題〔地域リハビリテーション
支援体制の整備〕

「障害のある人（子どもを含む）や高齢者、さらに
は共にする家族を含め地域に暮らすすべての県民
が・・」を家族の多様化を考慮し、「障害のある
人 （子どもを含む）や高齢者、さらには共にする
家族等を含め地域に暮らすすべての県民が・・」
に修正する。

    協議会員の
意見を踏まえ、
家族の多様化を
考慮した表現
とした。
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① 次期「千葉県保健医療計画」の検討経過等

千葉県保険者協議会からの御意見  計画案の反映箇所 理 由

「共にする」だけだと、意味がとれない
ため、「さらには生活を共にする家族を
含め」または、「さらには共に暮らす家
族を含めすべての県民が」などに修正さ
れてはどうか。

(ア）施策の現状・課題〔地域リハビリテーション
支援体制の整備〕
「障害のある人（子どもを含む）や高齢者、さら
には共にする家族等を含め地域に暮らすすべての
県民が・・」を意味が分かり易くなるよう、「障
害のある人 （子どもを含む）や高齢者、さらには
生活を共にする家族等を含め地域に暮らすすべて
の県民が・・」に修正する。

読む側にとって
意味が分かり易
くなるよう、
当該団体の意見
を踏まえて修正

した。

（(ア)施策の現状・課題の）四点目の対
応は、全ての人の、その人らしく生きる、
を支えるために重要だと思うので、障害
の種別によらないつながりづくりについ
て、もう少し説明を加えていただきたい。

「・・地域住民自らが解決していけるような関係
機関等との「つながりづくり」に取り組む必要が
あります。」を様々な分野との連携を意識して、
「・・地域住民自らが解決していけるような関係
機関等との地域における各分野を超えた横断的な
「つながりづくり」に取り組む必要がありま
す。」に修正する。

県の地域リハ
事業の目指す姿
と、当該団体の
意見を踏まえて
修正した。

時 期 会議等 内 容

R6.1月 第２回医療審議会総会 計画試案の審議（リハ対策では意見等なし）

R6.2月 ・関係団体、市町村への意見照会
・パブリックコメント

（リハ対策では意見等なし）

R6.3月(26日開催予定） 第３回医療審議会総会 計画案の審議 → 答申

R6.4月 公示

計画全体の経過と今後のスケジュール
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② 次期「千葉県保健医療計画」における新たな取組

新規事業「有事における地域リハビリテーション行動指針策定事業」
について 【予算額１９０万円（千葉県災害復興・地域再生基金）】

取組の背景
と目的

〇 猛威をふるう近年の自然災害や感染症のまん延
〇 介護サービス事業所等における自施設のBCP策定の義務化
〇 有事におけるリハビリテーションサービスの継続の重要性

取組の目指す
ところ

〇 地域単位のBCPに相当する行動指針の策定

取組の特徴 〇 地域リハビリテーション支援体制を基盤とした運用
（県支援センターの支援、広域支援センターとの連携、
ちば地域リハ・パートナーの参画）

取組のプロセス 〇 研修会の開催、課題把握のための調査実施、検討会の開催
〇 モデル圏域を設定と行動指針案の策定
〇 行動指針案の下にした訓練の実施と見直し

取組の効果 〇  事業所間の「つながり」に厚みがでる。
〇  被害を最小限にとどめることで、地域住民の健康や暮らし

 の安定につなげられる。
〇  地域全体で有事を乗り越える力が養える。(期待を込めて)
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② 次期「千葉県保健医療計画」における新たな取組

令和６年度の事業のスケジュール（予定）

６～８月 地域単位のBCPに関する研修会の開催

９～１０月 関係事業所向けの調査の実施

１１～１２月 調査票の集計・分析

１～３月 行動指針策定に向けた検討会

       令和７年度以降の事業のスケジュール（予定）

令和７年度  モデル圏域の選定と行動指針（案）の策定

令和８年度 シミュレーション訓練の実施と行動指針の策定（完成）

令和９年度以降 全圏域に横展開
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② 次期「千葉県保健医療計画」における新たな取組

「有事における地域リハビリテーション行動指針」により目指す行動イメージ
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次期「千葉県保健医療計画」における新たな取組② 次期「千葉県保健医療計画」における新たな取組

地域リハビリテーション研修プログラムの構築について

目的 〇 地域リハビリテーションの担い手となる方々に対する育成
〇 市町村などの関係機関とともに地域づくりに取り組む仲間を広げる

検討組織 〇  名称：地域リハ研修プログラム作成ワーキンググループ
〇  メンバー：県・県支援センター担当者＋有志の広域支援

センター担当者

スケジュール 〇  R6. 2月 ワーキンググループ立ち上げ
〇    3 ~  5月 研修プログラムの内容決定
〇 5 ~  7月 研修資料準備・作成
〇 9 ~10月 研修プログラムに基づく研修開始

関係指標 〇 「地域リハビリテー ション研修プログラム」修了者数
〇 「地域リハビリテーション研修プログラム 修了者」が在籍  
する「ちば地域リハ・パートナー」登録機関数

〇 「地域づくり」を実践している「ちば地域リハ・パートナー」  
登録機関数
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② 次期「千葉県保健医療計画」における新たな取組

 地域リハビリテーションに対する興味・関心を高める取組

介護予防事業
従 事 者 向 け  
研修会の参加

〇  R5年12月～6年1月にかけて行われた関係課
  主催の介護予防事業従事者向けの研修会（市町
  村、地域包括C、医療機 関等担当者出席）に参
加し、地域リハ事業及び各支援センターの紹介 
を行った。
〇  研修会では、各支援センター担当者がファ 
シリテーターとなって「行政職とリハ専門職
との関係性構築」を題材にしたGWが行われた。

「 手 作 り 」  
広報誌の発行
（資料１－５）

各支援センターの取組等を紹介した、「ちば    
地域リハビリテーション通信」を県・県支援
センター・広域支援センターで作成し、全ての
市町村や地域包括支援センターに配布した。

千葉県 H P の
掲 載 充 実

各支援センターが作成した「活動紹介ポス
ター」や、各種イベントの掲載等により、県HP
地域リハページの充実を図った。

研修会の様子



ご清聴ありがとうござました。
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お問い合わせ先
千葉県健康福祉部
健康づくり支援課地域リハビリ班
電話 ０４３－２２３―２４８２
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